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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期

第３四半期連結
累計期間

第28期
第３四半期連結
累計期間

第27期

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
３月１日
至平成24年
11月30日

自平成23年
３月１日
至平成24年
２月29日

売上高（千円） 14,910,85815,008,60319,606,917

経常利益（千円） 243,448 308,701 272,325

四半期（当期）純利益（千円） 164,068 138,611 163,413

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
163,837 138,610 163,304

純資産額（千円） 2,355,2852,402,3912,354,752

総資産額（千円） 6,021,2135,816,2045,797,722

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
12.81 10.82 12.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 39.1 41.3 40.6

　

回次
第27期

第３四半期連結
会計期間

第28期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
９月１日
至平成24年
11月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
0.50 0.95

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第27期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

　　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況　

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年発生した東日本大震災の影響からは緩やかな持ち直しが

見られたものの、欧州の債務問題や円相場の高止まりによる輸出停滞の影響等、景気の先行き不透明感があり、依然

として厳しい景況感の中で推移いたしました。

　当小売業界におきましては、従来からの低価格志向・節約志向への意識は引続き強く、消費者の購買意欲に盛り上

がりを欠き厳しい経営環境が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは、より低価格の生活必需商品の品揃えを強化し、また、さらなるローコスト

オペレーションを進めた結果、当第３四半期連結累計期間は、売上高15,008百万円(前年同期比0.7％増)、営業利益

272百万円(前年同期比30.2％増)、経常利益308百万円(前年同期比26.8％増)、四半期純利益138百万円(前年同期比

15.5％減)となりました。  

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計としては、商品の増加等により、前連結会計年度末に比べて18百万

円増加し、5,816百万円となりました。負債合計は、借入金の減少等により、前連結会計年度末に比べて29百万円減少

し、3,413百万円となりました。純資産合計は、四半期純利益の計上、剰余金の配当等により、前連結会計年度末に比

べて47百万円増加し、2,402百万円となりました。

　なお、当社グループにおいては、小売事業以外の重要なセグメントはありませんので、セグメントの業績の記載

を省略しております。　

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

　　（４）主要な設備

　　　　　当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前連結会計年度末に計画した主要な設備の

　　　　新設、除却等について、著しい変更はありません。なお、新たに確定した主要な設備の除却等の計画について、

　　　　平成25年４月に１店舗の閉鎖を予定しております。また、新たに確定した主要な設備の新設の計画は次のとおり

　　　　であります。　

　

会社名

事業所名

（所在地）　

セグメント

の名称　

設備の

内容 

投資予定金額　

資金調達

方法　

着手及び完了予定　

売場面積

（㎡）　

総額

（千円）

　

既支払額

（千円）　
着手 完了

提出会社　

所沢小手指店

（埼玉県所沢市）

　

小売事業 販売設備 8,000 　－ 自己資金
平成24年

12月

平成24年

12月
　484.70
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年11月30日）

提出日現在発行数（株）
 

（平成25年１月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,812,000 12,812,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　　

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 12,812,000 12,812,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年９月１日～

平成24年11月30日　
－ 12,812,000 － 320,300 － 259,600

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式        100 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式 12,811,000 128,110 －

単元未満株式  普通株式  　　　900 － －

発行済株式総数          12,812,000 － －

総株主の議決権 － 128,110 －

　

②【自己株式等】

 平成24年８月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ジェーソン　

千葉県柏市大津ヶ丘

二丁目８番５号　
　　　　100 － 　　　　100 　　　　　0.00

計 － 　　　　100 － 　　　　100 　　　　　0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年９月１日から平成24

年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 998,073 1,024,887

売掛金 122,519 126,988

商品 1,254,879 1,335,623

貯蔵品 11,966 13,001

繰延税金資産 97,384 38,287

未収還付法人税等 27,340 －

その他 134,750 147,073

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 2,646,852 2,685,801

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,779,707 1,846,687

減価償却累計額 △1,076,389 △1,102,936

建物及び構築物（純額） 703,317 743,750

土地 896,995 896,995

リース資産 135,712 138,927

減価償却累計額 △62,603 △83,442

リース資産（純額） 73,109 55,484

建設仮勘定 3,898 1,687

その他 229,137 206,633

減価償却累計額 △178,630 △166,185

その他（純額） 50,507 40,448

有形固定資産合計 1,727,827 1,738,365

無形固定資産 162,018 160,609

投資その他の資産

投資有価証券 775 752

長期貸付金 106,550 105,200

敷金及び保証金 993,337 969,613

繰延税金資産 40,629 42,251

その他 192,731 187,610

貸倒引当金 △73,000 △74,000

投資その他の資産合計 1,261,023 1,231,427

固定資産合計 3,150,869 3,130,403

資産合計 5,797,722 5,816,204
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,598,723 1,661,503

短期借入金 90,000 110,000

1年内返済予定の長期借入金 413,730 344,858

リース債務 28,681 29,620

未払法人税等 180 107,417

賞与引当金 31,124 54,623

資産除去債務 1,287 1,500

その他 421,641 423,987

流動負債合計 2,585,367 2,733,511

固定負債

長期借入金 403,256 222,373

リース債務 49,386 29,846

退職給付引当金 98,203 107,921

役員退職慰労引当金 163,496 175,035

資産除去債務 125,515 126,940

その他 17,743 18,183

固定負債合計 857,602 680,301

負債合計 3,442,970 3,413,812

純資産の部

株主資本

資本金 320,300 320,300

資本剰余金 259,600 259,600

利益剰余金 1,774,726 1,822,374

自己株式 △27 △34

株主資本合計 2,354,599 2,402,239

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 153 151

その他の包括利益累計額合計 153 151

純資産合計 2,354,752 2,402,391

負債純資産合計 5,797,722 5,816,204
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年11月30日)

売上高 14,910,858 15,008,603

売上原価 11,207,821 11,260,082

売上総利益 3,703,036 3,748,520

販売費及び一般管理費 3,493,917 3,476,146

営業利益 209,119 272,374

営業外収益

受取利息 7,055 6,748

受取手数料 13,377 12,665

固定資産賃貸料 17,832 15,227

その他 10,638 8,273

営業外収益合計 48,904 42,914

営業外費用

支払利息 5,707 3,953

固定資産賃貸費用 1,272 1,191

貸倒引当金繰入額 6,000 1,000

その他 1,596 443

営業外費用合計 14,575 6,587

経常利益 243,448 308,701

特別利益

固定資産売却益 2,264 －

特別利益合計 2,264 －

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 63,709 －

固定資産売却損 25,257 1,597

固定資産除却損 2,007 －

減損損失 1,929 9,605

賃貸借契約解約損 9,240 －

特別損失合計 102,144 11,202

税金等調整前四半期純利益 143,568 297,498

法人税、住民税及び事業税 8,345 101,391

法人税等調整額 △28,844 57,495

法人税等合計 △20,499 158,886

少数株主損益調整前四半期純利益 164,068 138,611

四半期純利益 164,068 138,611
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 164,068 138,611

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △230 △1

その他の包括利益合計 △230 △1

四半期包括利益 163,837 138,610

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 163,837 138,610

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る四

　　　半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無

　　　形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　 　
　前第３四半期連結累計期間
　（自　平成23年３月１日
　　　至　平成23年11月30日）　

　当第３四半期連結累計期間
　（自　平成24年３月１日
　　  至　平成24年11月30日）

　 　　　　　減価償却費 　　　　　　　　100,515千円 　　　　　　　98,261千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日

定時株主総会
普通株式 90,964 7.10平成23年２月28日平成23年５月27日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年11月30日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月29日

定時株主総会
普通株式 90,964 7.10平成24年２月29日平成24年５月30日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成24年３月１日　至　平成24年11月30日）

　当社グループにおいては、小売事業以外の重要なセグメントはありませんので、セグメント情報の記載を省略し

ております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 12円81銭 10円82銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 164,068 138,611

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 164,068 138,611

普通株式の期中平均株式数（株） 12,811,869 12,811,825

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年１月11日

株式会社ジェーソン

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 筆野　　力　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小出　健治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェーソ

ンの平成24年３月１日から平成25年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年９月１日から平

成24年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェーソン及び連結子会社の平成24年11月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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